
２０１５年７月６日 

記者各位 

                                     ＥＮＥＯＳグローブ株式会社 

アストモスエネルギー株式会社 

 

ＬＰガス業務協力に関する基本合意書の締結について 

 

 ＥＮＥＯＳグローブ株式会社（社長：松澤 純）とアストモスエネルギー株式会社（社長：増田 宰）は、両社の国内外

にわたるＬＰガス事業について、広範囲にわたる業務の効率化等に向けた協力の検討開始を目的とした基本契約を

締結しましたので、お知らせいたします。 

 

１．ＬＰガス業務協力に関する基本合意書 

締結日 ： ２０１５年７月３日 

 

２．検討内容 

（１）輸入基地、二次基地の共同利用・統廃合等、最適化 

（２）海外調達・トレーディング分野での効率化、最適化 

（３）輸送機関（タンクローリー・内航船）の共同利用、最適化 

（４）受注業務の効率化 

（５）基地耐震補強・老朽化への共同対応 

（６）充填・配送業務の共同化 

（７）新規需要開発 

 

３．検討開始にあたっての共有認識 

第４次エネルギー基本計画において、ＬＰガスは「平時の国民生活、産業活動を支えるとともに、緊急時にも

貢献できる分散型のクリーンなガス体のエネルギー源」、「災害時にはエネルギー供給の“最後の砦”」と、非常

に高い位置づけがなされました。エネルギーのベストミックスを推進する我が国において、そのＬＰガスを安定的

かつ低廉に供給し続けることは、元売をはじめとするＬＰガス事業者の重要な使命と認識しています。 

ＬＰガスを生活者からの期待と選択に応えるエネルギーとするためには、生活者の声を真摯に受け止め、生

活者優先、生活者還元を意識した改革が必要です。これらの改革を通して、競合する他のエネルギーに伍する

快適性、経済性、安全性、安定性を生活者へご提供し、生活者に選択されるエネルギーとしてＬＰガスの需要

回復を目指していきます。ＬＰガスが電力、都市ガス、灯油など他エネルギー源と競争・競合できるようになること

は、国民生活のエネルギー選択肢を増やすこととなり、延いては生活者の利益・利便性の向上に繋がるものと

考えます。 

そのために、国内供給体制の強靭化、効率化はもちろん、国益、生活者利益を向上させるために、調達力・

供給力の強化、効率化、最適化、及びＬＰガス業界のプレゼンス向上を図ってまいります。 

両社は、この目的達成のため、遵法精神の下、従来の業界慣習にとらわれることなく、対等な立場で、長期

的視野に基づき、国内に限らず全世界的規模での業務協力を行っていきます。 

 

以 上 

添付資料 別紙１ ＥＮＥＯＳグローブ・アストモスエネルギー 事業概要 

          別紙２ ＥＮＥＯＳグローブ・アストモスエネルギー 基地配置状況 

 

 【お問合せ先】  ＥＮＥＯＳグローブ㈱   経営企画部広報グループ  TEL 03-5253-9060 

            アストモスエネルギー㈱ 経営企画部           TEL050-3816-0720 

 



 

 

別紙１ 

 

ＥＮＥＯＳグローブ・アストモスエネルギー 事業概要 

商号 ＥＮＥＯＳグローブ株式会社 アストモスエネルギー株式会社 

本店所在地 東京都千代田区永田町二丁目 11 番 1 号 東京都千代田区丸の内一丁目 7番 12 号 

代表者 代表取締役社長  松澤 純 代表取締役社長  増田 宰 

資本金 ２０億円 １００億円 

純資産 ３８７億円 ３５８億円 

事業内容 
ＬＰＧの輸入・仕入 

ＬＰＧの製造・販売 

ＬＰＧの輸入・仕入 

ＬＰＧの製造・販売 

船舶の所有、賃貸借、売買 

株主 

ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社 50％ 

三井物産株式会社        30％ 

丸紅株式会社          20％ 

出光興産株式会社    51％ 

三菱商事株式会社    49％ 

従業員数 

約３００人 約３５０人 

（グループ 約２,１００人） （グループ 約１,８００人） 

売上高 ４,０５７億円 ９,３９６億円 

国内販売数量 

（シェア） 

３４１万トン（2014 年度） 

 （２２％） 

３５４万トン（2014 年度） 

（２３％） 

輸入数量 ３０４万トン（2014 年度） ３１７万トン（2014 年度） 

輸入基地タンク能力 ９７万トン １０３万トン 

出

荷

基

地 

輸入基地 

（計 17 基地） 

青森、仙台※１、新潟、千葉、千葉、川崎、

七尾、大阪、唐津、長崎（九液）※１ ※3 

仙台※１、千葉、根岸、愛知、神戸、坂出、

波方、徳山、長崎（九液）※１ ※3 

二次基地 

（計 11 基地） 
石狩、釧路、秋田、岩手、川内 苫小牧、八戸、市川、金沢、門司、沖縄 

製油所 

（計 9ヵ所） 

仙台※２、根岸、大阪※２、水島、麻里布、

大分 
苫小牧、千葉※２、愛知※２ 

整
備
船
団 

所有船 －  ６ 隻 

傭 船 ５ 隻 １５ 隻 

※1.共同利用基地 

※2.輸入基地を併設している製油所 

※3.九液:九州液化瓦斯福島基地㈱ 

 

 

 



輸入基地 

（製油所併設を含む） 

二次基地･製油所 

 

 

別紙２ 

 

ＥＮＥＯＳグローブ・アストモスエネルギー 基地配置状況 
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